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Ｈ市内のこども園で働く保育者 30 名を対象に、正常構音（20 単語）と異常構音（声







①  「発音に問題あり」と認識された異常構音は声門破裂音（ 78％）が一番多く、次い
で鼻咽腔構音（50％）であった。一方、「発音に問題なし」と認識された異常構音は
口蓋化構音が 100％と最も多く、次いで側音化構音（83％）であった。  
②  「未熟構音、正常構音、異常構音」の選択では、声門破裂音（未熟構音 22％、正常
構音 0％）、鼻咽腔構音（未熟構音 50％、正常構音 0％）を、正常構音と答える保育
者はおらず未熟構音と判断していた。しかし、口蓋化構音（未熟構音 17％、正常構
音 83％、異常構音 0％）、側音化構音（未熟構音 33％、正常構音 50％、異常構音 17％）
では異常構音を正常または未熟構音ととらえる傾向が強くみられた。 
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